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1.は じめ に
本稿は、近代 日本社会における 「たしなみ(嗜 み)」 をめぐる状況とその変容の一端を明
らかにすることを目的として、明治以降戦前期に刊行 された礼儀作法書の刊行動向の検討を
おこなう。













の もと、明治以降戦前までの日本社会において人々の 「た しなみ」をめ ぐる状況は近世とは
異なったものに変化 したことが考えられる。それはどのように変化 したのだろうか。人々は














これまで日本における礼儀作法書の刊行動向に注 目した先行研究 には、江 口 ・住田




版数 とその内容の変遷の検討を通 して、公教育における礼法教育は、その性格を教学聖旨 ・











流を取 り入れたものが出版 されるようになった。続 く大正期には、西洋の礼儀作法の影響を
受 けた個性的な礼法書が出版 されるようになった。そして、戦前 までの昭和期には、文部省


















本研究で分析 に用いた資料は、柏書房から2006年 に刊行されている陶智子 ・綿抜豊昭編












てカウン トした。事典 と国会図書館から合計800サ ンプルの分析可能な礼儀作法書データ
が得 られた。
3-2.分 析方法
本稿では得 られた礼儀作法書全体の 「表題」と 「編著者」、「刊行年」のデータを用いて次
の時系列分析を行う。





めに、表題から各礼儀作法書を対象別に分類 し、同様の時系列分析を行 う。表題の検討か ら
礼儀作法書の対象は、①学校関係者(「小学作法書』『中等教育作法教科書』など学校を対象
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とした礼儀作法書。教科書のみならず解説書、参考書 も含む)、②軍 ・保安関係者(r陸 軍礼
式』『警察礼式』など軍や保安的職業人を対象とした礼儀作法書)、 ③家庭一般(『 日本諸礼
式大全』『女礼と婚礼』など① ・② に当てはまらない家庭一般を対象 とした礼儀作法書)の
3つ に分類できた。それぞれの対象はどのような時期 にた しなみに注目していたのだろうか。
続いて、学校、軍 ・保安、家庭一般の対象別にそれぞれ下位分類を設定 し、さらに詳細な
対象別に検討する。学校に関 しては、「学校段階(初 等教育、中等教育、高等教育)」、「対象
性別(女 子、男子、両方)」 の2つ の下位分類を設定 した。軍 ・保安に関 しては、「職業(軍 、
消防、警察)」 の下位分類を設定 した。最後に家庭一般に関しては、「対象性別(女 性、男性、
両方)」 の下位分類を設定 した。





本来な らばデータとして用いた礼儀作法書一冊一冊に目を通 し、内容を把握 したうえで分類
すべきであるが、それは今後の課題 としたい。
また、刊行冊数の多い家庭一般向け礼儀作法書に関 しては、人々はいつ頃どのようなたし









加 している傾向がみてとれる。1870年 代前半 ・1870年 代後半には、礼儀作法書は5年 ごと
に10冊 前後刊行されていたのみだったのに対 し、1880年 代に入ると急激に刊行数は40冊
を超え、1870年 代の4倍 以上に増加する。その後、増減の変動を含みながらも1930年 代後
半 ・1940年 代前半 には刊行数はそれぞれの時期で80冊 を超え、明治初期にあたる1870年
代の刊行数の約8倍 に増加 していることがわかる。
したがって、全体的に、時代が下るにつれて多 くの人々がたしなみに注 目す るようになっ
ていったといえるだろう。
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約78%が 家庭一一般向けの礼儀作法書であった。 また、各時期においても刊行割合が最 も高
いのは、1880年 代前半を除いて家庭一般向けの礼儀作法書であった。なぜこのような変化








とがわかる。学校向けは、1980年 代前半と1910年 代前半、1930年 代前半に3つ 刊行のピー
クがある。 この3つ の時期は江口 ・住田(1984)で も詳細に検討 されているように、文部省
が作法教科書を刊行 している時期と重なっている。
文部省は1981(明 治14)年 の小学校教則綱領において修身科の一部分に 「作法」 として
礼法教育を取 り入れ、1883(明 治16)年 に初めて 「小学作法書』 を礼法教育の教科書とし
て刊行した。 この時期が学校向け礼儀作法書刊行の第一のピークと重なっている。次に文部
省は、1910(明 治43)年 に 「小学校作法教授要項』、1911(明 治44)年 に 『小学校作法教授
要項」『師範学校中学校作法教授要項」、1913(大 正2)年 に 『小学校作法教授要項」『師範
学校中学校小学校作法教授要項』、を立て続けに刊行 した。 これに連動 して学校向け礼儀作
法書刊行の第二のピークがあらわれている。続いて戦前期 としては最後になるが、文部省は
1929(昭 和4)年 に帝国教育学会か らr〈文部省制定〉小学校作法要項解説」、『〈文部省準




江口 ・住田(1984)に よると、明治以降の教科書行政は1886(明 治19)年 までの自由教
科書期、1886(明 治19)年 以降1903(明 治36)年 までの検定教科書期、1903(明 治36)年








軍 ・保安向けの礼儀作法書 に関しては、1910年 前後を中心 として刊行されている。 この
時期に最 も多くの軍 ・官吏向けの礼儀作法書が刊行されており、 これ以外の時期には顕著な
傾向は見られない。 この時期 に集中的に軍 ・保安向けの礼儀作法書が刊行 された経緯は、ど
のようなものであったのだろうか。




その後、1910(明 治43)年 に陸軍礼式が陸普四九〇五号で改正され、 それにともなってこ
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の時期 に多 くの軍 関係の礼法 書が 刊行 されて いるとみ ることがで きる。 この とき陸軍の礼式
は、欧州諸国 の礼儀形式の簡略化 と逆行 し、礼節を重視 し美徳を酒養す ることを狙 って厳格
化 されて いる。天 皇に対す る最敬礼を新た に設け、軍隊の敬礼を一層厳格にす るとともに時
代 に合わな くなった礼式を廃 止す るな どの改IEが 行われた。
また、警察 官 ・消防組員 に対す る礼儀作法 書 も1910(明 治43)年 の7月 に 内務省訓 令第
十 号乃至第 レニ号の発布に ともな って 刊行 されてい る。 この こともこの時期に軍 ・保安向け
の祭儀作法 、‡}の同行を増加 させてい る背景 とな ってい る。
よって、軍 ・保安向けの礼儀作法 書同行の時期 的な集中 も、軍 や警察 ・消防 の法 令の改IE
が原因 とな ってい ることがあき らか とな った。
4-2-2.学 校 向け礼儀作法書刊行動 向
(1)学 校段 階別刊行動 向
次に、学校、 軍 ・保安、家 庭 般 の対象別にそれ ぞれ ド位分類 を設定 し、 さ らに詳細 な対
象別に検 討する。
まず、学校 向けの礼儀作法 書において、 その礼儀作法書が対象 とす る学校段階 は、 どのよ
うな ものだったのだろ うか。 その結 果を図3に 示す。 同行 され た学校 向けの礼儀作法 書の う
ちのほ とん どが 初等教育向 けであ った ことが わかる。 明治以 降戦 前期 を通 して、全体 の75
%が 初等教育向 けの礼儀作法 書であ った。 また、 初等教育 向けの礼儀作法 書は特 に1880年
代 前半 に集 中的 に 団行 されて いる。 これ は、 ヒ述 した ように、 この時期に文部 省が小学校教
則綱領 において修身科 の 一部分 に 「作法」 と して礼法教育を取 り入れ、1883(明 治16)年
図3.学 校向け礼儀作法書学校段階別刊行数の変化
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中等教育(1880年 代後半以降)、 高等教育(1910年 代後半以降)で あった。
(2)対 象性別刊行動向
学校向けの礼儀作法書のうち、その対象を男女別に検討 した結果を図4に 示す。各時期を











全体の時期を通 して29冊 刊行されており、全体の78%を 占めていた。警察関係、消防関係











が分かる。男女共通向けの礼儀作法書は、戦前期を通 して470冊 刊行されてお り、家庭一般
向け礼儀作法書全体の76%を 占めていた。 また、男女共通向けの礼儀作法書は時期が下る






次に刊行数が多かったのは女性向けの礼儀作法書であり、戦前期を通 して140冊 刊行 され
ており、全体の23%を 占めていた。ただし、女性向けの礼儀作法書は男女共通向けの礼儀
作法書とは異な り、時期が下るにつれて刊行数が大きく増加するといったことは見られなかっ




年代後半 には32%の 割合 を占めていた。
一・方 で、 男性 のみを対象 と した礼儀作法 書は刊行数 が非常 に少 な く、1900年 代 と1930年
代 前半 に散 発的 に刊行 され るにとどまって いる。
② テー マ別刊行動向 一 人々 はいつ頃 どのよ うなた しなみを強 く意識 して いたのか
さて次 に、人 々はいつ頃 どの ようなた しなみに注 目 していたのかを明 らかにす るために、
家庭一般向 けの礼儀作法書の うち、いつ頃 どのよ うなテーマを多 く含 む礼儀作法書 が刊行 さ
れ たのかを検討 した。テーマの詳 しい抽出方法 は以下 の とお りである。
まず、家 庭一 般向けの礼儀作法書 の うち、 「～ の礼法」 というように、 テーマを判別でき
る修飾語 と して礼儀作法書の表題に用 い られているキー ワー ドを抽 出 した。た とえ ば 『英米
礼記」 とい うタイ トルであ ったな らば、 これは 「礼記」 が 「英米」 によって修飾 されてお り、
英米の礼儀作法をテーマ とした礼儀作法書 として判別す ることが できる。
ただ し、1冊 の礼儀作法書 で あって も、 た とえ ば 『新西洋 礼法 』 な どの ように 「新」 と
「西洋」が 「礼法」 の修飾語 と して用 いられてお り、 テーマが複数存在 し、1サ ンプル1テ ー
マ として数 え ることができない礼儀作法 書が存在す る。 その ため、 ここではそれぞれのテー
マを判 別で きるキー ワー ドが、 その時期 に刊行 され た家庭一般向 けの礼儀 作法 書全体の何%
に用い られてい るか とい うことを検討す る。 よって先 ほどの 「新 西洋 礼法』 な らば、 この1
サ ンプルの礼儀作法 書か ら異 なる2つ のテーマがそれぞれ1つ ずつ抽出 され ることとなる。
なお、 よ り厳密 に分析す る場合 は1サ ンプルの礼儀作法書 に現れ る複数のテーマの組み合わ
せ も考慮す べきであるが、 その分析 は今後 に譲 る。
以上 の方法 によ って抽 出され、全体の時期を通 して家庭一般向 けの礼儀作法書全体 の うち
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5%以 上 の割合 を占め たため時系列分析可能 と して選択 したキー ワー ドは 「欧米(「 欧米」
の ほか に も 「西 洋」・「米 国」 な どの語を含む)」、「日本」、「諸」、「新 」、 「現代」、「国民」、
「結婚(「 結婚」 のほかに も 「婚礼」・「婚姻」 などの語 を含む)」 であるω。
まず、明治以降戦前 期の家庭一般向け礼儀作法書に 占め る各テーマの割合を表1に 示す。
最 も高 い割合 を占め たのは 「新」 とい う語を含む礼儀作法書 で、65冊 が該 当 し、 その割合
は10.4%で あった。次 に高 い割合を 占めたのは 「欧米 」に関連す る語を含む礼儀作法書で、
59冊 が該 当 し、 その割合 は9.4%で あ った。 それに続 いて高 い割合 を占めたのは 「国民」 の
語 を含む礼儀作法 書で、50冊 が該 当 し、8.0%を 占めた。 それ以降 は 「日本」 の6.6%、 「諸」
「現代」 がそれぞれ5.8%、 「結婚」 に関す る語 を含 む礼儀作法書 が5.6%と いう順 で続 いた。
続 いて これ らのテーマ ごとの礼儀作法書が 占める割合の時系列変化 を検討す ると、 その時
系列変化 の仕方 か ら、 特徴 ある2群 にわかれた、
第一 は、 明治 期に高 い割合 を占め、時代が下 るにつれて その割合 は低下 していったテー マ
で ある。 その結果 を図7に 示 す。 この群には 「欧米」 「諸」 「日本」が該 当 した。
「欧米」 をテ ーマ に した家庭一般 向け礼儀作法書 は、1870年 代前半 には家庭 一般向 け礼
儀作法書 に 占め る割 合が顕著 に高 く、全体の75%を 占めて いた。1870年 代 後半 にな るとそ
の割合 は低下す るが、1880年 代後半 まで は、30%～40%の 割合で推移 して いた。 それ以降
表1.家 庭一般向け礼儀作法書に占める各テーマの割合
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割合は急激に低下 し、1910年 代前半まで10%前 後を推移 し、1910年 代後半以降は5%前 後
を推移 した。
次に 「諸」 というキーワー ドであるが、 これは欧米と日本両方の様 々な場面における礼儀
作法が掲載 されている礼儀作法書のことである。 この種の礼儀作法書は1880年 代前半か ら
1890年 代後半の時期にかけてそれぞれ20%、8%、32%、13%と 比較的高い割合を占めて
いた。 しか しその後、割合は低下 し、1900年 代以降の戦前期には約5%前 後の割合を推移
している。
最後に、「日本」をテーマに した家庭一般向け礼儀作法書であるが、これは、1870年 代80
年代にはその比率は高 くはなかったが、1890年 代に急激にその割合は高まり、1890年 代前
半には24%、1890年 代後半には19%を 占めた。その後割合は低下 し、5%か ら10%前 後を
推移 した。
これらの 「欧米」「諸」「日本」 という家庭一般向け礼儀作法書の刊行が、1870年 代か ら




本では、1890年 代に急激な西洋化の反動 として、「われわれ 日本人とは何者か」 という問い
への答えを求めたいという文化的関心が高まった(ゴ ー ドン2006、233頁)。 その結果と
して、刊行される礼儀作法書 も 「日本」の礼儀作法に関するものが多 く刊行されたと考えら
れる。
また 「諸」というキーワー ドに代表されるように欧米 と日本両方の礼儀作法を含んだ礼儀
作法書が刊行されていることも、それらの折衷 ・発展形 として、刊行 されたものと考えられ
図8.時 代が下 るにつれて割合が高 まった家庭向け礼儀作法書のテーマ(%)
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1920年 代後半 と1940年 代前半には、15%を 示 し、徐々に増加傾向をみせている。
新 しい礼儀作法は、時代が下るに従 って、新 しかったものは徐々に古いものに、また生活
の変化に伴 って新 しい生活場面に応 じた新 しい礼儀作法が次々に発見 ・追加されていくため、
家庭一般向け礼儀作法書の刊行 される割合の全体的な増加 とともに、「新 しい」礼儀作法を
紹介した礼儀作法書 も徐 々に刊行割合が増加 していったものと考えられる。
次に 「現代」をテーマにした、家庭一般向け礼儀作法書の刊行動向を見てみると、このテー
マの礼儀作法書の刊行割合が高まるのは1920年 代後半から1930年 代後半までの時期である。









その刊行割合は1930年 代後半まで1割 を超えることはない。 しか し1940年 代前半の時期に





1984)」 が鮮明な内容 となっている。この 『礼法要項」が出版されると、その解説書やそれ
に対応 した礼儀作法書が数多 く刊行され、その多 くが 「国民」を意識して書かれていたため、
戦時体制下での国家的統合を目指すなか 「国民」というキーワー ドが多 くの礼儀作法書の標
題の一部分 として用 いられた。
最後に、「結婚」をテーマにした家庭一般向け礼儀作法書の刊行動向を見てみると、「結婚」
をテーマにした礼儀作法書は、1880年 代前半か ら刊行され始めている。その後増減を繰 り
返 しながらも1900年 代後半以降はその刊行割合が徐々に高まった。特に、1910年 代後半か
ら20年 代後半にかけては、その割合は約15%と なっている。これは、時代が明治から下る
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その時系列変化を示 したのが図9で ある。図9よ り、礼儀作法書の編著者の多 くは男性であ
ることが分かる。全体の時期を通 して、編著者の64%を 男性が占めてお り、 どの時期でも
大勢を占めていた。ただし、時代が下るに従って、その割合は徐 々に低下 していく。明治初
期の1870年 代は、ほぼ100%の 礼儀作法書が男性編著者によって刊行されていたのに対 し、




1900年 代後半以降に増加 し、大正 ・昭和期になると3割 前後を推移するようになる。
女性編著者の割合は全体としては、15%で あり、編著者に占める割合は高いわけではない
のだが、女性編著者の割合も組織が編著者の割合と同様、時期が下るほど高 くなっていって
いる。1870年 代か ら1890年 代前半まではまったく女性編著者がいないか、いたとしても10
%前 後の割合を推移していたのに対 し、1890年 代後半以降は多いときには25%前 後、少な
いときでも10%以 上を占めるようになっていった。徐々にではあるが、礼儀作法書の執筆
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山 崎:近 代日本における 「たしなみ」への関心の高まりとその変容
一礼儀作法書刊行動向の分析から一
図9.性 別礼儀作法書編著者数の変化





図10に 示す。全体の時期を通 して学校向けの礼儀作法書に占める割合で最 も高いのは男性編
著者であり、全体の57%を 占めていた。次に割合が高いのは、組織が編著者 となる場合で





期で100%、 低 くて も67%と 圧倒的に高い割合であった。 しかし1900年 代後半以降はその
割合は低下 し、最 も高いときで も46%と5割 以上に回帰することはな く、1910年 代後半に
は0%の 場合 もみ られた。
一方で、1910年 代前半以降、学校向けの礼儀作法書において割合が高まったのは組織を
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図10.学 校向け礼儀作法 書性別編著者数の変化
をはさらに細か く分類すると文部省(9冊)、 出版社(9冊)、 学校(12冊)、 各種作法研究
会(13冊)、 各地方自治体の教育会(5冊)、 各種教育関係学会(5冊)の6つ に分類できる。
このうち、特徴的なのは、文部省と出版社、地方教育会は1910年 代前半までの時期に礼儀




に各時期において1人 か2人 であった。学校向け礼儀作法書のFl」行冊数が総 じて少なかった
1910年 代後半か ら1920年 代前半には、女性編著者の割合は高まるが、それは総 じて高 くは
なかったといえるQ
学校向けの礼儀作法書においては、編著者として高い割合を占める主体の割合は時代を経
るに従 って、主に男性か ら組織へと移 り変わっていった。
② 軍 ・保安向け礼儀作法書における性別編著者数の変化
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%を 占めていた。 また、 どの時期においても男性編著者の割合は最 も高 く、その割合が50
%を 切 ることはなかった。 しかしなが らその割合は明治初期から時代が下るにつれて徐々に




者である。全体を通 してみて も組織と女性は編著者としてそれぞれ17%を 占めてお り、女
性は1890年 代後半以降、組織は1900年 代前半以降、その割合を高めていった。女性編著者
が最 も高い割合を示 した時期は1930年 代後半であり、その割合は30%で あった。一方、組
織が編著者の場合が最 も高い割合を示 した時期は、1920年 代前半と1940年 代前半であり、
それぞれその割合は33%、31%で あった。組織の具体的内訳は、民間の作法研究会(43冊)、













次に、た しなみは誰によってどの時期に注 目されていたのかということに関 しては、まず、
た しなみに注目していたと考えられる主体は、大きくは学校関係者、軍保安関係者、家庭一
般の3者 に分けられた。そのうち、学校関係者 と軍保安関係者に関 しては、刊行数にピーク
があった。学校向け礼儀作法書に関 しては、刊行数が多い3つ の時期は、それぞれ文部省が
作法教科書や礼儀作法書要項を刊行 している時期と重な っていることがあきらかとなった。
軍 。保安向け礼儀作法書に関 して も、その刊行数のピー クは軍や警察 ・消防の法令の改正が
原因となっていることがあきらかとなった。 したがって学校関係者は文部省の作法教科書 ・
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注
(1)年 代 を区切 る際 に、 明治 初期 の1868年 か ら1870年 まで のデー タ(サ ンプル数3)は
1970年 代 に計上 した。 この時期 区分 の方法 はのちに行 う刊行動向 の検 討で も同様 であ る。
② これ らのキー ワー ドの ほかに も 「日常」、 「普通」、「小笠原流」 な ど特 定のテーマを現す
キー ワー ドは多種類見 られ たが、家庭一般向 けの礼儀 作法書全体 に 占め る割合が5%以 下
であ り、刊行時期が集 中 してい るな どの特徴 も見 られなか ったため、 これ らのキー ワー ド
は分 析か ら除外す ることと した。
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